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度であり,pは剛性率,bはバーガース ･ベクトルの大きき, yはポアッソン比, r'.










ここに pは密度である. またODはデバイ温度,Vは1モル当りの体積である｡ 第3項は
原子空孔の流れによ･1て転位が種々の形をとることによるエントロピー項であるO第 4
i (.Il










粘性係数 符を一意的に定義できない｡これに対 して,転位のすべ り運動はせん断応力成
分だけに依存するから,粘性係数は境界条件に無関係に定まる｡計算の結果
符-1等 荒 exp(意 ) (也
となる｡ここにNはアボガドロ数,hはブランクの定数であるから,(i)式で調節?できる
パラメタ-は,転位片が並進運動 をするために越えなければならないエネルギー障壁の
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